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一般社団法人 学修評価・教育開発協議会 

 



1 

 

【目次】 

1. 法人概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

2. 活動概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

3. 事業活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

4. 役員等の人事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

5. 監査状況等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

6. 登記事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

7. 会員一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

8. 附属明細書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

1.法人概要 

 ・一般社団法人の名称 

一般社団法人 学修評価・教育開発協議会 

 ・事務所の所在地 

  兵庫県三木市志染町青山 1丁目 18番 

 ・一般社団法人設立年月日 

  平成 28年 5月 23日 

 ・大学等連携推進法人の認定を受けた年月日 

  令和 4年 3月 31日 

 

2.活動概要 

 複雑な現代社会においては、主体的に考え行動できる力を持ち、予測困難な 時代に

対応できる人材の育成が求められている。また、18歳人口が減少し、学生の多様化が

進む中、中小規模の大学はそれぞれの特色を生かし、より教育力の高い大学へと改革

を行い、地域に貢献してゆくことが急務となっている。しかし、中小規模の地方私立

大学にとって、単独で教育改革を行うことは大変難しい課題である。 

 

 本協議会では、「地域を超えた中小規模大学の連携」をもって、それぞれの大学がそ

の地域にとって特色ある大学として必要かつ重要な存在となるよう、共同して課題解

決をすることを目的としている。 

 

 本協議会は平成 24年度~平成 28年度に採択された文部科学省大学間連携共同教 育

推進事業「主体的な学びのための教学マネジメントシステムの構築」での取組に端を

発し、そこで得られた知見を継承し、さらなる事業展開をしてゆくため、平成 28年 5

月に一般社団法人として設立に至った。 

 

 また、令和 4年 3月 31日、文部科学大臣より”大学等連携推進法人”の認定を受

け、これにより、本協議会の会員校は、連携開設科目（他の会員校が開設する科目を

自学で開設したものとみなして単位認定できる新制度）の開設など、教学上の特例措

置を活用した事業が可能となった。 
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3.事業活動 

１．企画調整委員会関連 

 会員校間の学生交流を推進し、地域を越えた連携によって学生の学びがより深いもの

になるよう、国内留学を実施した。また、ワーキンググループにより連携開設科目を検

討した。 

 

《具体の取り組み》 

①国内留学事業の今年度の参加者は、関西国際大学から、富山国際大学と札幌国際大学

へ各 1名。認知度は上がっていると思われるので、各校での広報を充実していただく。 

 

②短期で大学とその周辺地域を訪問するプログラム事業は、各大学の既存プログラム

を開放。 

◆実績：  

大学名 授業科目名 他会員校受講者 

関西国際大学 

グローバルスタディⅠ 

（多国籍学生による『安全・安心』に関する相互理

解のためのフィールドワーク） 
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③短期集中プログラムを実施した。 

◆実績：  

大学名 授業科目名 担当者名 他会員校受講者 

関西国際大学 防災士養成講座 － 0 

 

④連携開設科目を開設した。会員校学生の学びを広げるため、2024 年度に下記の通り

連携開設科目を開設した。次年度に向けて新規加盟大学も含め、連携開設科目を充実さ

せていく。 

◆実績：《前期期・学学期  

連携開設科目 受講者 

・観光概論（共愛学園期橋国際大学） 

・キリスト教と多文化社会（共愛学園期橋国際大

学） 

・コミュニティ防災（関西国際大学） 

・多国言語と文化（イギリス）（宮崎国際大学） 

０ 

０ 

３０（共愛２４、富山６） 

４（富山４） 
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◆実績：《前後期・秋学期  

連携開設科目 受講者 

・データサイエンス（関西国際大学） 

・ジェンダー論（富山国際大学） 

・多国言語と文化（フィリピン）（宮崎国際大学） 

０ 

１０（共愛６、宮崎４） 

２（富山２） 

 

 

 オフキャンパス報告会の実施 

令和 6年度は「社会貢献と地域連携」をテーマに、ボランティアやサービスラーニン

グ等、学生の国内外での経験など、様々な学外活動の経験を、対面と遠隔会議システム

を合わせたハイフレックスで発表。夕食後はそれぞれの取組みに対して、意見交換を行

い、活動の課題や、取組のさらなるステップアップや充実のためにどのようなことがで

きるかなどについて、お互いにメタ的な視点で意見交換を行った。評価シートを用いた

ピア評価（引率教員等も）により、上位 3 チームを表彰。協賛を募り、賞金も授与し

た。 

＜開催日時＞ 

令和 6年 12 月 7日（土） 15：00～21：00 （14:00～15:00ポスターセッション） 

※Zoom参加者は発表まで参加。 

＜発表内容＞ 

札幌国際大学 生きづらさを抱える人へ私たちができること 

共愛学園期橋国際大学 
「地域の孫になる」ためのみまもり隊活動における持続可

能な地域連携について 

創価大学 
キャンパス発、地域経由、未来行き～食と衣類の循環をめざ

して～ 

富山国際大学 
SDGｓの視点を活かした学生が取り組む地域貢献活動―富

山国際大学「夢への架け橋」事業を通して― 

北陸学院大学 能登半島複合災害被災者支援から得たこと 

関西国際大学 
災害が多発する東南アジアにおける子供たちへの防災教育

の国際協働実践プログラム 

宮崎国際大学 「What we can do for こどもまんなか community？」 

 

＜費用（協議会予算から拠出）＞ 

 宿泊費、食事代（夕・翌朝）、会場費、その他（表彰状、文具等） 

※交通費は参加者負担（各大学で補助） 
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＜協賛＞ 

 ナジック学生情報センター（1万円） 

 行知学園日本語学校（1万円） 

 グローバル人材育成総合研究所（1万円） 

 

 共同 FD,SDの実施                       

 合理的配慮について各大学の教務関連・学生関連部署の座談会を企画し実施し

た。また、関西国際大学の PD研修会の一部を会員校申込者に配信した。 

 

◆「合理的配慮（教務関連）座談会」 

日程：令和 6年 9月 5日（木） 

参加人数：11名  

 

◆「合理的配慮（学生関連）座談会」 

日程：令和 6年 9月 12日（木） 

参加人数：9名  

 

◆関西国際大学 PD研修会 

テーマ：「高等教育機関における学生支援 

－合理的配慮とは何をどこまですることなのか？をもう一度確認する－」 

講師：筑波大学 エンパワーメント推進局 准教授 舩越 高樹氏 

日程：令和 6年 8月 26日（月） 

参加人数：85名  

 

 また、令和 5年度に開催した「オンデマンド授業作成研修会」（講師：共愛学園期橋

国際大学 村山賢哉氏、2回分）の録画を札幌国際大学（8/26～9/8）及び創価大学（10/14

～28）の教職員を対象に一定期間視聴可とした。 

 

２．入試開発委員会関連 

〇 言語運用力と数理分析力に関するテスト開発                  

前具体の取り組み  

・関西国際大学の総合選抜型入試（マッチング入試思考型）で実施。 

 

３．IR研究委員会関連 

〇言語的思考力テストの共同実施                      

 令和 6年度は、関西国際大学で実施した。 
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〇「教学マネジメント指針」における「学修成果の可視化と情報公開の促進」  

 下記、IR研修会で事例報告あり。 

 

〇IR研修会の実施                      

 各大学での IR活動について情報交換を行うため、IR研修会を行った。 

 

◆第一回 

内容：IRの取り組みに関する事例発表および意見交換 

日程：令和 6年 8月 30日（金） 

IR取り組み 

事例発表 

富山国際大学 富山国際大学における IRへの取り組み 

宮崎国際大学 
記述式授業評価アンケート分析への ChatGPTの

活用 

宮崎学園短期大学 2024年度の IR活動紹介 

創価大学 
「報告して終わりの IR」から「学習支援の向上

を進する IR」へ 

 

◆第二回 

内容：IRの取り組みに関する事例発表および意見交換 

日程：令和 7年 3月 14日（金） 

IR取り組

み 

事例発表 

関西国際大学 IR分析データ等の活用状況と今後の活動展開 

共愛学園期橋国際大学 

短期大学部 
PROG結果の考察 

札幌国際大学 SIU DX推進について 

 

４．令和 6年度活動内容 

開催日   内容 

令和 6年 4月 26日 第 11回連携開設科目検討WG会議 

 5月 2日 第 1回企画調整委員会・国内留学WG会議（共同開催） 

 5月 16日 第一回理事会 

 6月 7日 第 2回企画調整委員会・国内留学WG会議（共同開催） 
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 6月 20日 定時社員総会・第二回理事会 

 6月 21日 第 11回連携開設科目検討WG会議 

 7月 18日 第 3回企画調整委員会・国内留学WG会議（共同開催） 

 8月 26日 第 1回共同 FD/SD研修会（関西国際大学 PD研修会開放） 

 8月 30日 第 1回 IR研修会 

 9月 5日 第 2回共同 FD/SD研修会（合理的配慮・教務関連部署座談会） 

 9月 5日 第 12回連携開設科目検討WG会議 

 9月 12日 第 3回共同 FD/SD研修会（合理的配慮・学生関連部署座談会） 

 9月 20日 第 4回企画調整委員会・国内留学WG会議（共同開催） 

 11月 1日 第 5回企画調整委員会・国内留学WG会議（共同開催） 

 12月 7日 オフキャンパス報告会 

 12月 10日 臨時理事会 

令和 7年 1月 9日 第 13回連携開設科目検討WG会議 

 1月 30日 第 6回企画調整委員会・国内留学WG会議（共同開催） 

 3月 4日 第 14回連携開設科目検討WG会議 

 3月 14日 第 2回 IR研修会 

 3月 19日 第三回理事会 

 3月 27日 第 7回企画調整委員会/国内留学WG会議 

 適時 ホームページ更新 

 

4.役員等の人事 

所属 氏名 役職 就任日 

関西国際大学 濱名 篤 理事長 令和 6年 6月 20日 

北陸学院大学 矢澤 励太 理事 令和 6年 6月 20日 

共愛学園期橋国際大学 大森 昭生 理事 令和 6年 6月 20日 

富山国際大学 高木 利久 理事 令和 6年 6月 20日 

宮崎国際大学 村上 昇 理事 令和 6年 6月 20日 

札幌国際大学 蔵満 保幸 監事 令和 6年 6月 20日 

創価大学 鈴木 将史 監事 令和 6年 6月 20日 
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5. 監査状況等 

  令和 7年 5月 12日（月）に、令和 6年度における会計監査を実施した。 

 

6. 登記・届出事項 

  兵庫県（加東県税事務所） 

    令和 6年度県民税の均等割申告書の提出[令和 6年 4月 4日] 

 

  役員変更登記 

    令和 6年 8月 5日登記 

 

7. 会員一覧  

（令和 6年 4月 1日現在） 

 氏名又は名称 住所 

1 学校法人 濱名山手学院 兵庫県尼崎市潮江 1丁目 3番 23号 

2 学校法人 北陸学院 石川県金沢市三小牛町イ 11 

3 学校法人 共愛学園 群馬県期橋市小屋原町 1154-4 

4 学校法人 宮崎学園 宮崎市昭和町 3番地 

5 学校法人 富山国際学園 富山県富山市願海寺水口 444 

6 学校法人 札幌国際大学 札幌市清田区清田 4条 1丁目 4-1 

7 学校法人 創価大学 八王子市丹木町 1丁目 236番 

 

8. 附属明細書 

  令和 6年度事業報告には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規

則」第 34条第 3項に規定する附属明細書に記載すべき「事業報告の内容を補足する

重要な事項」が存在しないので、これを作成しない。 
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以上 


